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全員で綱領を朗唱

第
四
十
八
回
女
性
部
通
常
総
会
が
三
月

二
十
一
日
、
農
協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
十
一
時
、
開
陽
地
区
・
井
上
順
子

さ
ん
よ
り
開
会
宣
言
が
行
な
わ
れ
、
全
員

で
女
性
部
綱
領
を
朗
唱
後
、
横
田
純
子
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
司
副
組
合
長
、
普

及
セ
ン
タ
ー
・
長
野
所
長
、
青
年
部
・
清

原
部
長
の
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
述
べ

○ 

総会が簔事終了し、万歳三唱

２１ 



第48回女性部通常総会

’ ﾛ 

『
Ⅱ

后

蜂１Ｗ

旨

宝
ロ
シ

ア
戸
功
壹

ヨ

Ｆと

｢太極拳」をみなさん真剣に
学びました

廉さ電B自轌

尺■

、凸

一
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
五
十
二
人
の
も
と
、
俵
橋
地
区

の
金
子
ひ
ろ
み
さ
ん
、
中
標
濯
地
区
の
高

藤
広
美
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
十

二
垂
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、

平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
標
茶

町
の
桑
原
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
太
極
拳
」

の
実
技
が
約
一
一
時
間
行
な
わ
れ
、
皆
さ
ん

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

３ 



新
年
腰
に
向
け
た
地
区
別
懇
談
会
を
終
え
て
雌
駒
誠
蝋
鵠
鮮
鮎
雛
鰄
止
改
鰊
鮖
織
鯏
探
總
画

：)し統ハ１７にiilMまで統墹扱,,L,￥しし新,M1竹一二

蕊!』
：［ﾘ，,没場我Ｉｒて応をま介良イド統倣てし
：原を、の斬々なおしもためとは,#了けか、か
：砿致｜Ⅱ艀イドのノｋりいのｉｉ１ｉ版い、脇てであし
゛農し笈ＪＲ度獲乳まIll'iがfli苑う'１i''多おある-,÷

i雛織Ｒ燃す5燃繩鮴鯉'し灘
；艀ボ繊轆鮒繩目j;L鮭riiili鰍
：つの、とまな主さて全てえ収候迷商る
゛い政Ｗ７しす畑産れお、はまや不成の小

11熟灘i灘
：説忠典なを￣きい家望様金ととでか鈴の

l鰯;蝿ｊ
：砿徹して脱出。繊鹸愛す．をｚ瀧鱸
；識職蝋HMi擁て蕊難案も鱸
：｜こにき、６かも内命と換従ま営でしあ、
、汎つた机、ら年容及いや米しをあたるま

iiHぞ：繩繍しう鰹繩亀ザミ綻鳶

：存ｉｎのなｊｌｌｌｊｌまZ質受［1］状い成提雌将

;識;黛鰍繊鵜
Ｉ鱗iii騨鍛蝋繼蝋
：う吋理の業･ても〈たどIlill業らしかｊｌ方錐
．ご応蛎恐利こは{'１項･に度のはたらのｌ】］盤
：ざに会談川の、l↑てに対に笈、。、借と強
，いlfjlに会のＩＩＬ初いはしよ施道士様し化
：まけ於で結はi汁る、てる状`閏地のたの
・したいの采、,ｌｌｉｌと１２踵１（況リド，又:盃いた

；噂LL磁鰍鮒Ｗｉｌｔ腱1,1譜侭院ぬ

地
域
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し

中
標
津
町
農
統
組
合
長
高
橋
勝
義

ｆｌ１げをい様〈
恕蹄さま送允に感よ
以疫てすら笑おじう

あ:!；Ｉ。￥上肪了

騨；
応作［’'１い実介し
嶋＃てｔＵ繋臘

長＝､

鱸長護憲

笑
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
十
二
年
度
川
交
金
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

脇をて翼断ズ金待した所の↑Ｉそ
のい、をしに紬をた゛のｌｌｌ／ｆ
収たi汁扣、応、求１１１年廃光往
|）だ画う地え共めでで止機し
組いを投域る満ら史あ等１４'た
みて上交にた窓ノＬに’）々の感
がお''１１を根め１１る機まさ情が
,１１ドリる行ざ.'ＩＦの状能しま辿あ
ｌｉｉまllUjなし務充３．のたさ、Ｉ）
さす,｝Ｕいた所実に光。ま尖ま
れ・な、’１＃のと対突、I１な済す
、こ推期業増利応、農動述･
過う移末展改１１]す使協きＩＩＪま
|’しとに１%j築濁べ命もの襟た
、たIilzおのを二<、こあ津系
鰯腿｛,lｉい‐決１，１Ⅲうつ支統

アコ角

た１１１をををまじるこ111Jしい’几｜
ししお捲いたてしそⅨたて}
ま上一つた広、だとか゜や人
すげルドてだく地い心らこMlI1］
｡、の鍔け利城でよのれ功翁
}ご力ま）１１にすり文も労ｌｌｉｌ
－.指しす稀貢・感持組荷Ｊ
年導て様に献今訓と介表八
度、い役対す後とドュ彩企
締ごく職しる典敬頼をの剛
め文所ｊ’てＪ、葱がは栄惟
の援作一安Ａ行をあじを進
挨をで[iil心とＩ１Ｆｌｌ１つめ賜人
拶おす、、し業した、わ会
と願の気信てを１２れ広りに
いいで慨頓、皿げぱくまお



うしの体をキレイにするしっぽの管理

北根室地区農業改良普及センター

・
牛
舎
内
以
外
で
の
十
体
の
汚
れ
防
止
対

策
に
は
な
ら
な
い

四
、
断
尾
（
写
真
三
）

・
し
っ
ぽ
に
よ
り
小
作
を
汚
す
こ
と
は
、

｜
稀
少
な
く
な
る

・
切
断
す
る
長
さ
と
方
法
に
注
意
が
必
要

・
破
傷
風
感
染
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

○
断
尾
の
方
法

。
断
尼
の
位
謡

外
陰
部
の
下
端
か
ら
握
り
拳
二
つ
分
く

ら
い
下
の
と
こ
ろ
で
切
断
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
大
き
く
な
る
牛
の
場
合
に
は
、
し
っ

ぽ
が
伸
び
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
短
め
に

切
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

口
断
焔
の
〃
法

①
ゴ
ム
バ
ン
ド
に
よ
る
切
脈

断
尾
す
る
位
祇
に
仲
縮
性
の
強
い
ゴ
ム

バ
ン
ド
を
は
め
ま
す
。
こ
の
状
態
で
二
か

ら
几
週
間
放
髄
す
る
と
、
し
っ
ぽ
は
、
然

し
っ
ぽ
の
先
は
、
糞
雌
で
汚
れ
や
す
く
、

そ
れ
を
振
り
回
し
て
体
や
乳
豚
を
汚
し
ま

す
。
特
に
、
糞
尿
で
汚
れ
た
し
っ
ぽ
は
、

乳
頭
と
の
接
触
に
よ
り
乳
頭
が
汚
れ
、
乳

廠
炎
を
引
き
起
こ
す
原
囚
と
な
り
ま
す
。

し
っ
ぽ
に
よ
り
牛
体
や
乳
一
腸
を
汚
さ
な
い

た
め
の
符
埋
に
は
、
次
の
よ
う
な
〃
法
が

あ
り
ま
す
。

○
し
っ
ぽ
の
管
理

『
し
っ
ぽ
の
洗
浄
（
写
真
二

・
し
っ
ぽ
の
尾
腸
を
水
洗
す
る

一
一
、
し
っ
ぽ
の
ト
リ
ミ
ン
グ
〈
写
真
一
一
）

・
定
期
的
に
し
っ
ぽ
の
尾
暖
を
刈
り
込
む

三
、
し
っ
ぽ
つ
り

・
し
っ
ぽ
つ
り
ロ
ー
プ
な
ど
で
削
る

に。

に
瀞
下
し
ま
す
。
（
写
真
四
）

②
カ
ッ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
切
断

ゴ
ム
バ
ン
ド
を
は
め
て
一
時
間
も
す
る

と
は
め
た
と
こ
ろ
は
、
血
が
通
わ
な
く
な

り
麻
蝉
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の
部
分
を

ニ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
な
ど
、
素
早
く
切
り
落

と
せ
る
も
の
で
切
り
落
と
し
、
ヨ
ー
チ
ン

で
梢
議
し
ま
す
。

臼
断
尾
の
注
意
点

①
適
切
な
長
さ

中
途
半
端
に
長
く
し
て
し
ま
う
と
、
野

球
の
パ
ッ
ト
同
然
の
凶
器
と
か
し
ま
す
。

反
対
に
、
短
す
ぎ
る
と
し
っ
ぽ
の
先
端
が

陰
部
に
入
り
込
み
汚
れ
、
炎
症
・
感
染
の
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血 』
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1１ 

Ｌ 

１
１
１
薑

堀
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■句

写真１ 写真２

噸
Ｏ
Ｉ
Ｉ
行

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

②
ハ
エ
な
ど
の
発
生
を
防
止
す
る

断
尼
後
は
、
ハ
エ
を
追
え
な
く
な
り
ま

す
の
で
ハ
エ
の
発
化
を
抑
え
る
環
境
整

備
が
必
要
で
す
。

③
破
傷
風
の
感
染

切
断
部
位
が
壊
死
し
嫌
気
的
な
条
件
が

で
き
た
た
め
に
、
破
傷
風
蘭
の
感
染
を
う

け
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
断
尾
を
し
た

と
き
に
必
ず
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
破
傷
風
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど

ｊ
・
検
討
し
て
Ｆ
さ
い
。

■ 

鰯魁

写真３ 写璽４

５， 



病
気
、
管
理
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
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防除体制､管理を
万全にし､豊作の
秋を迎えましょう。 ②①○様キうあ対・よま堵協腱

セ○そスにラ新イリ策科Ｉ）笈,緋,１５１脇１２

纐鱒&鏑ii1,鰍鰈

鮮繊議すで・
苑
''５’'1:Ｌま特てその稗.鈴標「'’
率はとし性,il『う賜会し津標
は次司たを航か鈴がよ１１]「１$

のユ゜スが洲iｉし姉Ｍｔ農1111

てん菜栽培講習会

いめ分限しＪ１Ｉｌい原Ｉｉｌお
終、識に腐い、て科松でい、|え

[繊鰯鍬ｍＷ４Ｘ<Ｗｉ
まの終つどWjL減'１'｣邉菜'''三

提騨:蝋!#
が食リオｉたまｌＩ１Ｉｌｉてまがて、
１１を綱がた分符んりＩ)ﾄ'んし

in鱗鱗！
②①｡⑤④③ 
皮i'ｉｎそユ辿拠皮熟
色砿うキ緋余色期

溌ijiiig綿
肉に一
色強瀞

行い強一い方巴

Ｐ承

■■■｡●●■＄■■■●Ｂ■￣■■⑪⑤【｡｡⑤■■【 ■■ 

春の陽射しを浴びて、
芽が出揃っている頃。

ﾋﾞｰﾄ育苗プラント操業

GＩ 
②①提,活シン典味と体i;'|：まシ⑤④③
人訂征言さスタ次ｃｉｕがの系拭鹸すヤ以セ製ま休
為の抗されト｜仁が良１矛とﾙﾘﾐ後.Ｌ上ンＩｌ１す111ｔ
的ih1i性れ゛線1iii、さいで上がにはの虫が」ＵＩ
な少,YＩま次山沢北れ,|『し壊統、、特感発１１１１
仏一種しの発神根まかたのけそ食徴受イi三が
１１Mｔのた対′に及室しら･Ｐらう１１１が性す良
、職･漿状』１地た」しまＨれか版あでる<
衿塔を況かＩＸｏ１ｌｌ１:たをて病リビｌ)す-,lf1M：
染へ進とら農し、｜ぐい対にまがルｌｉ
の／〈め対、業てムげま策はすあ性
防○て策ジ改欲サるすと課がりに
1上訂欲にヤ良しマ１Ｆがし越司ま俊
一ｌしつガキキいルも、てがユずれ
腱）しいいイ及との必輪の残キて
機○とてモセの食英作ソをりうい

ロ
宍、

【卸，

典
移
肋
、
上
砂
の
移
動
に
は
注
意
）

③
非
番
唯
作
物
（
え
ん
戈
、
牧
收
、
て
ん

楽
な
ど
）
の
絞
培
。
三
○
訂
の
減
少

④
殺
セ
ン
チ
ュ
ウ
剤
（
薬
剤
）
の
利
川
（
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
琳
航
を
抑
え
る
）

赫
祓
の
後
、
質
疑
応
需
が
析
雄
に
け
れ

わ
れ
打
意
獲
な
識
認
会
と
な
り
ま
し
た
。
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乳
用
牛
の
改
善
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

自
分
で
つ
く
っ
た
バ
タ
ー
の
味
は
格
別
／
第
ｎ
回
Ｊ
ｒ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

たりlLlミタ振乳服典ｉｌｌまクｌｿ:にプ
ぴンか１つを氏一iii1j機し定ｌはて定第
にグつをて分のノ1ノを１１』た〕v］ル定｜)Ⅱ１０１１
盛をたパい雛,紙、金で。総を」Ｕ１１ｉｉｌ総二
I）行でンるしiilliス７１%｜そ会行総さ会’''’
－１２なすに姿たでブ述催のに衣会オしが’'１
がい゜付は後パリ‘徴さｉ{IＬつい、ま、標

識蝋i種
･ト親味川ル験はりＩリマ－１１１１を標ル
ラトは》|（なし、まの１政ス終ｉｌ１ス
イ親、」２どま梓し参スでプえＩ：タ
ク１１穫倦がにし及たり１１クＭＪりて場イ
がの別つ人た）ﾘ『・協｜沢ンか１１J「ン
ＩＰＩボにたれ゜のノｊルさグら修ク
るウ美（て’卜奥のがれス父室ラ

衣ドに強まⅡのイド
ーマｌＡ１会1[「しＪ協度Ｉｌ１
をネｌｌＭ７でｆ１ｚたＡｆｆ－標
迎ｌ尚し、゜人をｌｍｌｉｌｋ
えジ鮫た〃会い１１乳
ミメ氏の緋縦たの’１葛
,根ンへでを霊だ勉改
室トト、いにき強艮
酪サ｜↑たて三会lIi1
農｜タ１１１１だ｜》１１１が,｡ｉ
にビルもい｜iii二、会
於スハ,ｉＩｌ；たさ}酷の
け代l11lli地れノ《ＡＩ今

厄。

中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
入

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
牛
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
キ

ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
収
穫
祭
を
し
た
り
四
季
に
応
じ
た
行

事
を
行
な
っ
て
い
る
楽
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
方
な
ら
誰
で
も
入
会
出
来
ま
す
の
で
、
入

会
希
望
者
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局

Ｊ
Ａ
中
標
津
・
家
畜
改
良
課
・
灘
見
ず
２
１
３
２
７
５

平
成
旧
年
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
勉
強
会

■
新
入
会
員
大
募
集
！

ごiｉＩｉＭｉから′12おマる
参しＩｉ１ｚ今〈政雄かにリ,，
力[’てを’''１ｉル糠性れ、状
｢い得も波へ、て゛と
ざまま参さの戯い、ノi、
いすしｊＩ１，ズＬア織る根後
･のたさまドの乳篭の
でしれしパ持川符；１１１
，，たたイちノト，ﾉ，漣
ど次〃・ス〃の酷し
しＭ々がな状農を
どaか，ネビ態家テ
し企ら，,:,,|か、に，

/： 
扉Ⅷ

鐙

鰹
－－=室

i篝墨ｌ１Ｉ

Ⅲ 蝋
擁
、
饒

〆弔詮

■■●●●●●●●●◆●●●●●●●●◆C●の●●●●ﾛ｡■●●⑧●●●●●●■●■●●●の■･ＤＢ■□●■｡｡●●●●●●●●■●●●Ｓｃ●●●巴●■■■、■

｢農村に新しい風を求めて」農業後継者対策議会
廷。

識
や
結
幡
吋
策
机
維

ｕ
、
側
係
若
な
ど
が
典
剣
に
耳
を
伽
け
ま
し
た
。

識
帥
に
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
研
雌
巾

の
林
焚
喬
卜
氏
が
あ
た
り
、
親
の
教
育
、
地
域
の
受

入
れ
環
境
な
ど
、
仕
嚇
で
各
地
城
を
取
材
す
る
巾
で

椰
巾
女
性
を
迎
え
る
た
め
の
川
蝉
要
Ｎ
し
｜
な
っ
て
い

る
諜
越
を
含
め
て
耐
減
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
親
が
あ
ま
り
し
っ
か
り
し
す
ぎ
る
と
ｊ
供
が

い
つ
ま
で
も
脚
血
川
米
な
い
猟
や
、
親
し
’
忠
仏
が
共
川

経
営
特
と
し
て
Ⅲ
縦
す
る
蝋
の
萠
要
性
、
地
域
と
し

て
マ
イ
ナ
ス
愛
川
の
怖
報
発
信
を
さ
け
る
躯
な
ど
各

地
域
で
の
燃
例
を
紹
介
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
結
嬬
後
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
人
切
な
躯
で
、

お
嫁
さ
ん
の
仲
間
づ
く
り
を
地
域
の
巾
で
作
っ
て
竹

き
、
そ
の
躯
が
新
た
に
郁
会
の
人
を
述
ん
で
く
る
帳

に
つ
な
が
る
と
結
び
ま
し
た
。

薑臺
L 

ｍｍｍｈｌ 

１１１１テセ｜・獺催継
さイン八識の勝’１１
れ｜タ’１演農九１機
、ホｌＩｌ１会業策111
農Ｉ．標が後ＭｌｌｌｌＪ
業ルミ津、継繊股
後でユ縫二哲会捲
継｜){’二済）］ズ１１ミ後

７ 



暮
ら
し
の

食生活に｢豆｣を
摂り入れて知

④ 

'二mで二 北根室地区農業改良普及センター￣ 

一
川
と

蕊懲蕊1蕊｛
「?､

鈩冒、

ん
切
り
に
し
ま
す
。

②
牛
挽
肉
に
塩
こ
し
ょ
う
各
少
々
、
カ
レ

ー
粉
小
さ
じ
》
を
か
ら
め
ま
す
。

③
油
を
熱
し
て
①
を
よ
く
妙
め
ま
す
。
（
約

二
卜
分
）
〉
野
菜
か
ら
水
分
が
出
て
、
妙

め
る
う
ち
に
水
分
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
カ
レ
ー
粉
入
さ
じ
．
杯
を
入
れ
て
妙
め

件
わ
せ
ま
す
。
牛
挽
肉
も
入
れ
て
さ
ら
に

妙
勾
邸
の
議
汁
と
ス
ー
プ
を
注
い
で
木

く
ら
で
鍋
底
か
ら
よ
く
ま
ぜ
、
卜
几
分
く

ら
い
猪
ぞ
豆
も
加
え
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
と
チ
ャ
ッ
ネ
を
入
れ
て
、
堀
味
を
み
て

不
足
を
補
い
、
さ
ら
に
１
分
く
ら
い
燕
て

仕
上
げ
ま
す
。
脇
か
い
ご
は
ん
に
、
た
つ

額
リ
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

カ
レ
ー
川
の
肉
を
使
川
し
て
も
良
い
。

牛
、
豚
、
鷆
肉
な
ど
を
使
う
と
き
は
二
準
く

ら
い
に
切
り
、
獺
込
む
時
間
は
二
十
分
く
ら

い
に
し
、
仕
ｆ
げ
は
、
十
分
く
ら
い
で
す
。

薬
味
は
ら
っ
き
ょ
う
、
紅
生
襲
な
ど
で
す
。

うずらビーンズカレー

ｌＵＩＩ 

111盛りｌカップうずらｕ（Ｆ,頃したもの】

６カップ（囲形スープの鶉】可の惹汁とスープ

１１固ｂＤＯＲ】雫ねぎ

２片にんにく

1本（80口】宇口１J

入谷 【0０９

牛挽IRI IＯＯＲ 

大室ＬＺ２カレー棚

（さじ１強小jhH力

大さじ２トマトケチャプブ

チーッネ（マンゴージャムＩ Ｄ員

大さじ昼柵

ろ少AｌｌｉＩＯこし上己

【･】唖 ＨｌｌＲ 

８ 

うずらL｣Ｌ（Ｆ,興したもの）111盛り】カップ

の煮汁とスープ６カップ（囲形スープの鶉）

ねぎ １個（｡Ｄｏｇ）

んにく ２１１ 

Eｶﾞリ 1本（８０９）

参 1009 

挽僻

レー物 大室ｉＺ２

災扮 ﾉ[さじＬ強

マトケチ↑･ツプ 大さﾐﾆ２

ヤツネ（マンゴージャム）５９

大さじ剤

.こしよう酋少AＦ
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木皀

★プレゼントの対日２審は平成13年４月１日から５月31日農で
トヨタの新車をJAで既入された方全日とさせていただき詫
胆し、璽務用ｎ両等の法人所有Ⅱ1両は羅外さtfていただき１

に＿

Ｐ”Ｓｃ'Ｚｒ 

エコジコオイル

ホクレンの黄色い看板が目印のガソ

リンスタンドでガソリンまたは軽油
を満タンにできる蝿しい-枚。

■DC面■

●ガソリン車には●ディーゼル車には

『マグマ』１缶(49）『D･ｴｸｾ)､』１缶(42）

ご蘭約１台当たり１繭プレゼント［
.Ａ②前画し⑥TOYOTA
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新
採
用
職
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を
紹
介
い
た
し
ま
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皆
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よ
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し
く
お
願
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し
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’ 口
蹄
疫
侵
入
防
止
の
徹
底
を
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全国功労者表彰に
輝きました。
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現
在
、
英
国
、
台
湾
を
は
じ
め
諸
外
国
で
口
蹄
疫
の
発
生
が
続
い

て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
口
蹄
疫
の
発
生
し
た
国
か
ら
の
家
畜
や
畜
産
物
な

ど
に
つ
い
て
は
、
輸
入
禁
止
、
ま
た
は
停
止
の
措
置
が
と
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
本
道
へ
の
侵
入
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、
次
の
］
）
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

●● ▽● 

農て論iii［設海艇
場い人’ﾉﾘへ外場
,P，る粗産の渡へ
人も飼の立航の
りの科牧人すｉｌｊ
ｌ１をは，Yｉはる外
に緒、や，ＬＩ際櫛
は，ｊ安稲ｊＩＭ仁の
、翁わ（よウ：
蹄性ら、人
みのを帯制
込｛iIi；総産限
み認与’1Ｍの
梢さ係徹
砿れ施底

第48回全国ＪＡ金融推進大会

しら融炎た進’11Ｊ脇へ
功ＷｉｊｌＬｌＩｋ彰股１１杯１１の会報第
労農ま進の林業ｉ］Ｊ￣催ｌＪＬＩ
蒋協し功ｉｉＩノ|(とはＡが．+
表かた労ｉｊＬ１産し、ビＺ腱八
彰ら・若組大て農ル）］林’１，１
のは八谷Ｉｌｉ、村で二１１１余
栄、｜￣が衣陛地１Ｍ卜央｜蝉｜
を１町九発杉林域’'１１‐金ｊ
賜‘砿人獲、/1〈金さⅡ）ｉｉｆＡ
ｌ）組にざliI］雄融オＬ、、金
ま合感れ行行優ま』〔㈹剛
し長訓、経が良し〕；（分搬
たが状組↑》↑進ｊｌｉた・ｌＩｉ１進

が谷Ｍ定｜ﾀﾞ11.大偏人
oWIwi鑪腱し,,臘下巡会

家蝿し家の帯榊
濡常て蒜災介を
係帯與を施や設
健を附導ｊｉｌｉｉＩｉｔ
術発の入搬
/'三兄右しｌｌｉ
所し無たｌ１Ｕ
にたをとは
１，１｝場ｉｐｌき
川合察は定
は、期

＄；； Ｉ品
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「

平成13年度町営牧場夏期放牧希望牛の取りまとめ

下記のとおり|)H腸台牧場の入牧をｒ定してお')ま

すので、入牧を希望される農家は''１ｲ辮ltIM]・役場農林
課、またはｌｌｌＴ営牧場までご迎絡願います。

＊人牧受入れ牧場’'１機津１１１脳牧場

*｣lXI)まとめjUlI1』F成13年4n2311()Ｉ)まで

詳しい案1ﾉlについては、「|]標津''1J役場農林諜滞瀧
係、または|}M陽台牧場までご連絡願います。

膿林諜濡産係ｉｎ話３－３１１１.ＦＡＸ３－５３３８

１ⅡⅡ場合牧場711論４－２２６８．ＦＡＸ４－２２６８
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Ｓ月の組合日誌

第
十
二
回
理
事
芸
の
経
週

税金申告作業～15日まで
第１１回理事会
職員組合執行委員会
農薬講習会
女性部三役会
種子部会定期総会
農協酷対役員会
職員採用試験
第１２回理事会
和牛振興会役員会
ＣＰＰ研究会
馬鈴しょ栽培講習会
第６回熟年会役員会
地区別懇談会
第３回畑作役員会
グリーンショップパート面接
採用試験
第１１回青年部調査広報委員会
第１２回青年部役員会
役員報酬審議会
職員採用面接試験
女性部総会準備
第48回女性部通常総会
ＳＳ新人講習

第13回青年部役員会
中標津集落打合せ
第１回青年部新三役会
融資協議
第２回乳牛改良同志会役員会
第10回営農委員会
第５回管理購買委員会
第７回熟年会役員会
乳牛改良同志会・酷対合同講
習会

第９回生産委員会
第５回酪農ヘルパー役員会
企画会議

第13回理事会

第１回青年部新旧役員会
チーム和田打合せ
後継者結婚対策協議会役員会
ＣＤＰ研究会

畜環リース見積合わせ報告会
中標津ETA勉強会
棚卸監査
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夕暮れの進む中、

搾乳の時間に差し掛かろうとする時、

牧草地に出来た水たまり。

水面を赤く照らし、

天地創造の世界を醸し出してくれた。

写真･文提供小出濱信
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